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The Information Obtained by Questionnaires Concerning One's Image or 
Feeling for Amniocentesis Changed Before and After Detailed Explanation 

About Advantages and Disadvantages Existing at Amniocentesis.
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   The image or feeling for amniocentesis changes before and after the explanation for 

the true state t amniocentesis. To obtain the image or feeling changed after explanation, 

 e send out questionnaires to clients who have wish to have amniocentesis at genetic 

counselling out-patient clinic in iigat University. 

   Over 0` of clients felt difficult or dangerous and about 0% felt more anxious about 

her fetus after the explanation . 

   About 0%' of the clients had an amniocentesis and half of them felt difficult andd 

dangerous, but they were very thankful to have amniocentesis .
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1。 は じ め に

新潟大学医学部産婦人科遺伝外 来におけ る羊水 を稽 い

た出生前診断は，昭和賂 年の選伝外・来開設年か らなされ

て きたが， 羊水診断希望者 を対象 と した アンケ… 卜調 査

は昭和邸 年よ り行われ るようにな り， この度 ようや く80

件を越 えた.ち なみに平成3年8月 までの 当外来 におけ

る全羊承穿刺 施行例は97件 で あ り， この うち，昭和55年
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本多 :遺伝外来をこおける羊水による出生前診断に関するアリゲ- 卜調査

以降のものは62件である.ここでは奪回のアジケ- 卜調

査か1､,.羊水診断に関する.知識, Ij一一∴ 不安感,

等に-､いて.年齢,妊娠回数 危険率. 羊水診断希望ハ

理由,等との関連から検討 してみたのでその結果を報告

~する.

2. 研究方法並び に結果

昭和55年より豪 8のごときアジケ- ト調登周紋を,

遺伝外来の壕で,羊水診断希望で遺伝外来を訪れた対象

をこ,羊水診断に関する十分な説明がなされた時点で,原

則としてもれなく配布 し 回答を俵解 した.回答者はす

べて本人であり,素やその他の身内等の代筆はなされて

いない,また,蒙 皐の嶺については,草薮穿刺を行っ

た著について後日,羊水診断の結果を伝える以前の段階

で書いていただくことになるが,その内容は全 く自由と

した.

平成 3年8月末日までに計 107件の対象について依解

されたアソケー ト調査の結果81件が蓄積された.全対象

の内容としては,羊水穿刺に至った群67件 (62.6%)
に対 し,非穿刺群は40件 (37.4%)であり,両群問で

は前者で平均年齢がやや低 く,妊娠回数,子供の数がや

や多いという傾向を示したが,有意差はみられていない,

ダウン症陳群に代表される次子での異常発生の危険率に

関 しては,4,83%対 1.且7%と太差があるが,常染色体

性劣性遺伝病や伴性遺伝病などの高危険率群を除いた.

表中に (1+2)と示 してある金工 高齢群 (52件)と,

2.前回児がダウン症厳群 (36件)とを合わせたものを穿

刺群と非穿刺群とに分けて比較すると,有意の差は得ら

れなかった (衷 旦).

アyケ- ト調査の内容のうち,羊水診断に関する知識

の出所については,羨 望のごとく,雑誌や医師による

ものが圧倒的であり,回答が複数のものでは,2番馴こ

医師やテレビをあげた着が多いという結果であった.

羊水診断に関する説明前後での胎児への不安感の変化

はどうであったか,については,豪 3に見られるごと

く,かえって心配になったと全 く変わらないとで,74%

を喜め,あまり気をこならなくなり安心 した,と感 じた者

は 1/4程度に過ぎなかった,

イメ-ジの変化についても,衷 魂にみるごとく,思っ

たより面倒,や,思ったより危険,等が圧倒的に多く∴

思ったより簡単 書安全とするものはごく少数に過ぎなかっ

た.

アソケ- 卜回答依頼の対象 107件について,これを 1.

高齢群き2.前 (先)回ダウソ症族群児を産んだ群,3.

表 I T:･水′穿刺群と非穿刺群上ハ比較

(;271

群 件数(脂)平均年齢 G 菓p 危険率%

羊水 穿 刺 群 67(62,6)34.15 1.92 i.3且 4,83

拍 + 2) (52 35.65 I.ti1 -.27 1.38)

非穿刺群 壌0(37.竣) 36.45 i.ti3 1十一とミ 1.17

(1+2) (36 36.97 I.75 1←08 1.17)

豪 望 羊水診断に関する知識の出所

出 所 (i)件数く%) (2)件数(%)

灘 誌 30(37.0) 木10.申

医 師 27(33.3) 1且(36,7)

新 聞 10(i.2.3) 0

知 人 7(凱6) 3(10.0)

テレビ 封 3.冒) 6(20,0)

助産婦 H 1.2) 3し川,申

殊健所 0 逮.(3.3)

その他 3(3.7) 3し川.申

計 81日00.0) 30(100.0)

表 3 羊水診断に関する説明前後でハ

胎児-の不安感の変化

不安感の変化 件数 %

かえって心配になった 31 3凱8

全く変わらない 28 35.0

あまり気をこならなくなり安心 した 一丁 21.3

その他 1 上0

衷 逮 羊水診断に関する説明の前後での

草薮診断に対するイメージの変化

イメ-ジの変化 (1)件数(%) (2)件数(%)

思つたより面倒 4弟60.5十 0

思つたより危険 18(22,2) 39(90.7)

思ったとおり H.(13.6) H 2,3)

思つたより簡単 2(2,5) 1(2.3)

思つたより安全 H L2) 2(4.7)

計 8巨一OO.小 43(100.0)
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表 5 各･群別年齢.妊娠 ･分娩数,危険率L1月1-均

群 件数(%)平均年齢 G P危険率㌔

高 齢 46(43.0142(39.3)ー9(17.か 39.98 i.500.78 1.30

SD 2.41 I.260.め 7.83
前回Ds児 32.05 2.101.64 i.27

Sr) 3.89 0.970.75 3.04

その他 29.53 2.391.61 22.5

St) 4.46 i..38 0.83 一37.i

表 6 羊水穿刺時(二')妊娠遇数

平均 1(撒･'こ3r)(12WLII}-2lWll~)〕

穿刺時過敏 件 数

14W 日下 3

15W 9

1.6W 29

17W 12

18W 5

19W 1

20W 以上 1

表 7 羊水穿刺症例の感想文 (3･川二)

1. 説明を受けて ( )と感 t:た.

1. 不安,危険.etc.

2. 安心

2. 穿刺を決意するまでl'こ大いに迷 --,I/_.

二王. 穿刺時は

1. 気持せ〕悪い.痛い‥思ったLti)大変

2. 安全.簡単,安心.平静

･1. 受けた後

1 . 流産が心配

2 . 安 心

5. 蘇 梁 が出るまでの閣

l . 神に逆 !｢､い罪J)恩識

2. 早く結果が知 りたい

こi. や･-､て良か一･)た,次【7)時 も受けたい

嶺. 有難 うございました

5. 遠距離か!､IL/T)通院 し(日印 は 大 賓

6. 2度[十こ,先回とは連 ･守二十こ安 , 心配

7. 親として出来るだけのことを したかった,

後は神任せ

凱 万-の頃合で 転産んであげたい気持ちが

強 く.;_t',lLか-)た

嚢 車 掌凍診断に関する調査 (新潟東 学 産 婦 人科遺伝外来)

平成 隼 F∫ Fl

氏 名

i. 羊水診断irJ~,し､て,十二か!1,lL知識 を 得 ま し-!Jか ?

1. 新聞 L'. 雑誌 3. 十 L I/: 一･･1. 医 師

:rl. 保健所 (i.助産婦 7. 知 人 (q言 -LTl1'出 し 1

2, 草薮診断をこついての説明を受ける前と後 と で は ㌢ お腹 の赤 ち ゃんへの不安

はどのように変わり漂したか ?

1. 全 く変わ!､〕ない.

2. 番.漢.'l気に左L､-たく上り.安心 した.

:3. か:L･.1､､て心配に左-言二.

il. そハ他 し 1

3. 羊水診断の説明の前と後とでは,羊水診断をこ対するあなたのイメ…ジぼ,

どのようをこ変わ り蜜したか ? 番号をこ0をつけて下 さい.

B. 思ったより, 3. きげんタ 壕中 安全,な検査だと感 じた.

C. 5. 思 ったとおりであった,

壇.｢草薮診断を行って｣という題で感想文を番いて下 きい.
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その他cJ)秤. し7~)3群に分けてそCr)年齢. 妊娠 ･分娩回

敬,異常児分娩危険率の平均に一~)いて比較して見たもしr)

が表 5である.CLft十-)きの程度を知るために Sl)すな

わち標準偏差値を付記 してあるが.高齢群と l)S(ダrT7

ン症候群1群問で.年齢では0.1Q･6.妊娠回数では50b,

分娩LT)数ではO.1q′bt.')危険率で有意差を見ている.

表 6は.:羊水穿刺例67件1-村山施設での穿刺例等C')7

件を除いた60件についての羊凍穿刺週数の調査結果であ

ら.穿刺平均週数は16遇3L卜で.そ(')は上人王が 15-17

週監督まれていた.

次に.羊水穿刺の感想文についてであるが.入手せる

311件Lr汀Ljl答に一~-いて,硬碇上,1.説明後.2.穿刺を決

意するまで.3.穿刺時.Jl.穿刺を受けた後.5.結果

が出るまでの間,のそれぞれの時期をこ於げる感想として

人数で割 り振った.その結果は衷 7をこ示 した く豪 冒).

3.考 案

遺伝相談の場にあってぼ,たとえ CL王ENT が羊水診

断を希望 して来訪 したにしろ,できるだげ詳細な家系図

の聴取を行い,一般的先天異常の発生頻度や,妊娠 書分

娩がある程度 ｢ばくち｣性を帯びていることなどをこつい

ての予備知識を与えるように している*

羊水穿刺による出生前診断は,1.素婦のいずれかが

染色体異常殊困者である.2,ダウソ症族群児などに代

表される染色体異常児を出産 した既往のあ孟婦人 3,

高年妊娠.右 党天代謝異常などの保因者.5.その他特

殊な場合.について,これらいずれかの条件を満たすも

のを対象として,個々の危険率と羊水診断手技ならぴをこ

診断の限界に関する説明を十分に行い,また, それ自体

により生ずるメTjットやデメリットを示 しつつ,最終的

をこぼ十分納得 した上でき自ずからの判断により,自ずか

らの意志で穿刺を行 うか否かを決定 させる接にあってい

くのが常道であって,決 して草薮診断を ｢行 うべきだ｣

とか亨｢行わなくてよい｣とかの発雷で誘導すべきでは

ない.た しかに羊水穿刺による胎児死亡 (流産 ｡死産)

の過去12年間の報告の平均は 1.4%といわれ,一般頻度

の2書3%をこ比較 して放 して高 くはないといわれているが

(山村,坂元 且98が 五㌔ 事故はいつで鮎起こり得るし,

また.表 7にあること(.Jjが ･粍常r,軌t-娠上判明 し

たとしても,必ず しも中絶を希望するとは限らないなど,

本人の判断をこよる意志表明が大切なので,事前に十分な

判断資料をLj･:i.十分納得させて 宜この方針を立てさせ

る必要がある.羨 望に見るごとく羊水診断に関する知

識の出所は,医師による屯のがかなり多いとはいえ,そ
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の時点で羊水穿刺i･こ関する細かい説明がなされているこ

とは稀であるし 雑誌や新聞の場合では極めて安全無害

であり,い上も簡単に行えることが強調され過 ぎている

嫌いが無 くはない-これらの理由からか羊水穿刺をこ関す

たより面倒｣や ｢思ったより免除｣と変わらざるを得な

い結果となったと思われる中-方,お腹の赤ちゃんに尉

する不安感に関 しては,羊水診断に関する説明の後で,

｢かえって心配になった｣とするものがなぜか逢0%近 く

(泰 3)予｢あまり気にならな くなり安心 した｣の倍近 く

もあって,｢妊娠 ｡分娩がある程度ば くち的である｣な

どL')説明がそ･'1させた可能性はある.とはし､え.こし'溝l:.

鹿のことは事前をこ言っておく必要があると信 じているか

上に_かく,これら希望者LT)600O廿 ..1二が羊水穿刺を受け

たわけであるが,一部は橡母の理由で他施設で穿刺を受

けている.これら羊水穿刺群と羊水穿刺を行わないこと

をこ決定 した ｢非羊水穿刺群｣とについて,年齢,経娠回

敬,分娩回数,胎児異常の危険率に関する対比を行って

みたのが表 且である.羊水穿刺群の中をこぼ,伴性劣後

遺伝病や常染色体劣性遺伝病などの高危険率の屯のが含

まれるので,これらを除いたもの88件について対比させ

たものが 日 +2)群であり,前述のごとき憶剛 まみら

れたが,両者の間に有意の差は認められていない.とこ

ろが,この種件を草薮穿刺の有無に関わりなく ｢高齢群｣

と ｢前回 Ds児群｣とをこ分けて対比 させてみると,年

齢については当然であるが,妊娠阿数で 5%テ分娩数で

0.1%の危険率で有意差がみられた.ただ し,危険率に

ついては差は無かった.この結果は,高齢群では,高齢

であるをこもかかわらず,分娩回数が有意に少ないことを

示 してお り,その原因として,r晩婚｣や ｢医療の恩恵

による,元来妊娠が望み難い樹人の妊娠｣などなど最近

の社会の傾向を反映 した解釈が成 り立とう2), ダウソ症

候群児分娩の危険が婦人の加齢と共をこ増加 し て行 くこと

は確たる車乗であるが,ここでのこの群の平均年齢は32.05

才と決 して高 くないといえる,

羊水穿刺については,豪 転に見るごとくその殆どが

15-17過し｢)間に左さ打てし､た.

実際問題として.1991fT-I-LL-71法律改 11:.iこiI).18遇 i､L

陳での羊水穿刺はこの目的では行われなくなるであろう.

表 7は 羊水穿刺症例3/1例における感想文し7)内'/Sを振

∫)分けたもし')である.内容に関 しては,特に指示はなく.

個 ヤに感 し-たこ上が記載されているわけで, ここでも.

説明により不安や危険を感 じたものが多 く,穿刺を決意

するまでをこ太いをこ悩み くその挙げ句穿刺を行わなかった
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ものの感想はここをこぼ含まれていない),穿刺時は嫌な

思いをした人と窺楽だった人とが革命,受けた後-仕事

終わって安心 した人も多い軌 お腹が張ったりして流産

するのではないかと心配だった丸亀少なくない.結果が

出るまでし')間は.や-･･､て良か-､た,次Lr)妊娠でも受けた

い,という太が多いとはいえ,罪の意識や万一の場合で

も生命を絶-L~)二王に対する苦しLL左上 個々の人間上し

てLI).個性L71にし､.JL出た内容LT)回答で;_やい-,ナ∴

4.お わ リ に

tlJ.生前診断LT)目的で羊水穿刺を希望して当村逓伝外来

に来訪せる妊婦が示した.羊水穿刺に粧す】る動持しT沌]識

不安などの意識の変化をこついて予アソケ-卜調査を義をこ,

姫鱒の｢年齢｣｢免除率｣｢子供の数｣｢妊娠回数｣｢草薮

診断希望L')坪由Jc')面か!､,検討した.また,羊水穿刺実

の結果,説明を受けた後をこ不蜜が兼きくなったとする番

が安心 したとする著より多かった.また,羊水穿刺その

も瑚 豊,種々の廟でつらかったが,以後の樽挿画でのメ

リットを多 くの者が唱え,感謝の気持ちを表 し,次の機

会にも受けたいとする著が少なくなかった.

寒研究の一部は新潟東学学術奨励金をこよる研究補助

を受けた.
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